
第１学年 数学Ⅰ学習指導案 

平成 30年９月 19日、20日、21日 
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１ 単元名 第２章 集合と命題（数研出版「改訂版 高等学校 数学Ⅰ」） 

 

２ 単元について 

 (1) 単元観 

本単元は、学習指導要領において「数と式」として扱われる分野である。小学校及び中学校を通

して、必要に応じて数の範囲を拡張してきた。ここでは、数の体系を実数まで拡張する意義に気

付かせ、数の概念についての理解を深める。また、中学校においては、例えば、いろいろな図形の

性質を証明することを通して、論理的な思考についての基礎的な学習をしている。ここでは、図

や表などを用いて、集合の包含関係など集合に関する基本的な事項を具体的な事象に基づいて理

解させる。また、集合の考えを用いて必要条件、十分条件、対偶などを学習し、論理的な思考力を

一層伸ばす。集合と命題を学習することにより、事象を論理的に表現する際の基礎となる知識や

技能を身に付けるとともに、いろいろな事象や数学の諸概念を多面的に見たり、統合的に見たり

することができるようになる。例えば、二次不等式を学習した際には、二次不等式の解と二次方

程式の解を「解の集合」という視点で統合的にみることも可能になる。さらに、中学校で学んだ簡

単な式の展開や因数分解を発展させ、式を、目的に応じて一つの文字に着目して整理したり、一

つの文字に置き換えたりするなど、複雑な式が簡単な式に帰着できることを理解させ、式の見方

を豊かにする。さらに、一元一次不等式を具体的な事象に関連した課題の解決に活用できるよう

にする。 

 

 (2) 生徒観 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 指導観 

中学校までに、集合的な考え方は学んではいるが、集合に関する概念や用語は、高等学校に入

って初めて学ぶ。ここでは、基本的な事柄として、集合に関する用語・記号 𝑎 ∈ 𝐴 、𝐴 ∩ 𝐵、𝐴 ∪ 𝐵、

𝐴 ⊂ 𝐵、𝐴̅などを扱うが、これらを理解させるため、導入において、中学校での既習事項である三

掲載していません。 



角形や四角形の包摂関係を扱う。具体的な集合において、ベン図を用いることで、集合の要素、包

含関係、共通部分等を認識し、その後の学習の見通しをもたせたい。また、ベン図を用いること

で、数学の対象を整理し、それらを多面的・統合的に見ることができる素養を身に付けさせたい。 

命題については、命題の真偽、必要条件、十分条件の指導に当たって、ベン図や数直線を用いる

ことで集合の包含関係と関連付けて理解させたい。例えば、命題「𝑥 > 2ならば𝑥 > 0である」につ

いて、数の集合𝐴 = {𝑥|𝑥 > 2}、𝐵 = {𝑥|𝑥 > 0}を考え、𝐴 ⊂ 𝐵であることを数直線を利用して理解さ

せ、命題の真偽について定着させたい。逆、裏、対偶についても、包含関係を図示したものをもと

に、もとの命題の真偽と、対偶の真偽は必ず一致し、逆や裏の真偽は必ずしも一致しないという

ことを、視覚的に捉えることで理解に繋げたい。 

また、中学校において、三角形の合同や相似を証明することなどを通して、論理的な思考につ

いての基礎的な学習をしている。ここでは、命題で学んだ「もとの命題とその対偶の真偽は一致

する」という関係を用いた証明や背理法を用いた証明などを扱い、論理的な思考力、証明方法を

選択する判断力、それらを文章化し聞き手や読み手に伝えるための表現力をさらに向上させたい。 

これまでの授業は、知識伝達型の授業が多く、生徒が主体的に学ぶ姿勢や他者と協働して学ぼ

うとする姿は見えなかった。この単元では、生徒が主体的に考え、その上で他者との学び合いの

中で、学びに向かう力の涵養を目指したい。そのため本単元では、「特別な三角形」の定義や、そ

れぞれの「特別な三角形」の集合の包含関係を考えながら、ベン図にどのように表現すればよい

かを学んだ後に、「特別な四角形」のベン図をかくことで、生徒が個人で思考しやすい状況を作り

出すことができ、グループ協議をスムーズに進行させる。 

これまでの集合と命題の授業では、数学の世界の内容の学習に偏る傾向にあった。しかし、平

成 28 年 12 月の中央教育審議会答申では、これからの学習において、数学的に問題解決する過程

は「日常生活や社会の事象を数理的に捉え、数

学的に表現・処理し、問題を解決し、解決過程

を振り返り得られた結果の意味を考察する、

という問題解決の過程」（現実の世界）と、「数

学の事象について統合的・発展的に捉えて新

たな問題を設定し、数学的に処理し、問題を解

決し、解決過程を振り返って概念を形成した

り体系化したりする、という問題解決の過程」

（数学の世界）の二つのサイクルが相互に関

わり合って展開することが求められると示さ

れている。また、「その際、これらの各場面で

言語活動を充実し、それぞれの過程を振り返り、評価・改善することができるようにする。また、

これらの過程については、自立的に、時に協働的に行い、それぞれに主体的に取り組めるように

することが大切である。」と示された。また、「これらの問題解決の過程において、よりよい解法に

洗練させていくための意見の交流や議論など対話的な学びを適宜取り入れていくことが必要であ

るが、その際にはあらかじめ自己の考えを持ち、それを意識した上で、主体的に取り組むように

し、深い学びを実現することが求められる。」とも示された（図１）。今回の検証授業では、「現実

の世界」の問題解決の過程と「数学の世界」の問題解決の過程とを往還させることで、「数学的な

見方・考え方」を働かせながら、知識・技能の習得を目指したい。また、主体的・対話的で深い学

びを実現させ、学びに向かう力の涵養を図るため、生徒自身が考え、課題を解決していくような

授業展開とする。生徒同士で相談したり、学び合ったりする場面を作り、自分の考えをアウトプ

ットできるよう配慮した授業を展開したい。 

 

図１ 算数・数学の問題発見･解決の過程 



３ 単元の目標 

 数を実数まで拡張する意義や集合と命題に関する基本的な概念を理解できるようにする。また、

式を多面的にみたり処理したりするとともに、一次不等式を事象の考察に活用できるようにする。 

 

４．単元の評価規準 

関心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解 

 数と集合及び式に

関心をもつとともに、

数学のよさを認識し、

それらを事象の考察

に活用しようとして

いる。 

 事象を数学的に表現

したり、式を多面的に

見たりして事象の考察

に活用することができ

る。 

 簡単な無理数の計

算をしたり、与えられ

た命題から新たな命

題をつくったり、数量

の関係を式で表現し

て的確に処理したり

することができる。 

 数と集合及び式に

おける基本的な概念、

原理・法則などを理解

し、知識を身に付けて

いる。 

 

５．指導と評価の計画（全７時間） 

・集合（４） 

・命題と条件（２） 

・命題と証明（１） 

 

項

目 

時

間 
学習内容 

教科

書 

評価 

関 考 技 知 評価規準 評価方法 

第
２
章 

集
合
と
命
題 

１ １．集合 

Ａ 集合と要素 

p.48  ◎ 

 

 

 

  

 

〇 

 

ベン図などを用いて、数

学の対象を整理できる。 

集合に関する基本的な用

語・記号を理解している。 

ワークシート 

観察 

グループ活動 

２ Ａ 集合と要素 

Ｂ 集合の表し 

  方 

p.48 

～

p.49 

 

 ◎ 

 

 

 

  

 

〇 

 

ベン図などを用いて、数

学の対象を整理できる。 

集合に関する基本的な用

語・記号を理解している。 

ワークシート 

観察 

グループ活動 

３ Ｃ 部分集合 

 

p.50 

 

 ◎ 

 

 

 

  

 

〇 

 

ベン図などを用いて、数

学の対象を整理できる。 

集合に関する基本的な用

語・記号を理解している。 

ノート 

観察 

グループ活動 

４ Ｄ 共通部分と 

  和集合 

Ｅ 補集合 

p.51 

～ 

p.53 

 〇  

 

 

 

◎ 

 ベン図などを用いて、数

学の対象を整理し、それ

らを多面的・統合的に見

ることができる。 

与えられた集合の補集合

を求めることができる。 

ノート 

観察 

 



５ ２．命題と条件 

Ａ 命題 

Ｂ 条件 

Ｃ 命題 𝑝 ⇒ 𝑞 

p.54 

～ 

p.56 

◎   

 

 

 

〇 

 

 

 

 

 

集合の包含関係と命題を

関連付けて捉え、それら

を命題の考察に活用しよ

うとしている。 

簡単な命題について、そ

の真偽を示すことができ

る。 

ノート 

観察 

 

 

６ Ｄ 必要条件と 

  十分条件 

Ｅ 条件の否定 

Ｆ 「かつ」、「ま 

  たは」と否

定 

p.57 

～ 

p.59 

〇    

 

 

 

◎ 

集合の包含関係と命題を

関連付けて捉え、それら

を命題の考察に活用しよ

うとしている。 

命題の必要条件・十分条

件・逆・裏・対偶などを集

合と関連付けて理解して

いる。 

ノート 

観察 

 

７ ３．命題と証明 p.60 

～ 

p.62 

  ◎  

 

 

〇 

簡単な命題やその命題の

逆・裏・対偶について、真

偽を証明できる。 

命題とその命題の対偶の

真偽の関係を理解してい

る。 

ノート 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６－１．本時の指導(１／７時間) 

 (1) 本時の目標 

    集合に関して興味・関心を持ち、ベン図などを用いて数学の対象を整理するための基礎を習得 

   する。 

 

 (2) 本時の評価規準 

   ・ベン図などを用いて、数学の対象を整理できる。【数学的な見方や考え方】 

   ・集合に関する基本的な用語・記号を理解している。【知識・理解】 

 

 (3) 研究上の工夫 

数学科において育成を目指す「学びに向かう力・人間性等」については、「数学的な見方・考え方」

を通して社会や世界とどのように関わっていくかが大きく作用している。本授業では、「現実の世界」

の問題解決の過程と「数学の世界」の問題解決の過程とを往還させることで、「数学的な見方・考え

方」を働かせながら、知識・技能の習得を目指す。また、主体的・対話的で深い学びを実現させ、

学びに向かう力の涵養を図るため、生徒自身が考え、課題を解決していくような授業展開とする。

生徒同士で相談したり、学び合ったりする場面を作り、自分の考えをアウトプットできるよう配慮

する。その初期段階として、ワークシートを用い、生徒がどのように学んでいけばいいのかを理解

できるような配慮も合わせて行う。 

 

 (4) 準備物 

   ・ワークシート   ・振り返りシート    ・掲示物     ・グループ協議用シート 

   ・マジック     ・マグネット      ・プロジェクタ  ・パソコン 

   ・長めの紐（２本） 

 

 (5) 学習の展開 

 学習活動 指導上の留意点 
評価規準 

（評価方法） 
 

導
入
（
20
分
） 

１．現実の世界の集合について考

える。 

 

【例】 

Ａ：自転車を利用して通学してい

る生徒全体の集合 

Ｂ：JRを利用して通学している生

徒全体の集合 

 

 

 

 

 

・ベン図を書いて確認する。 

・生徒全員を全体集合とし、生徒

にとって身近な集合を考えさせ

る。 

・集合Ａに入る生徒に挙手しても

らい、その生徒を円形にした紐の

中に入ってもらう。 

・次に、集合Ｂに入る生徒に挙手

してもらい、同じように別の円形

の紐の中に入ってもらう。 

・ここで、集合ＡにもＢにも入ら

なければならない生徒がどうすれ

ばよいかを考えさせる。 

 

・全体集合や共通部分、補集合と

いった概念も、ここで指導してお

く。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．既習事項の復習 

・正三角形の定義を例にしなが

ら、それぞれの三角形の定義を思

い出す。 

【三角形の例】 

 特別な三角形 

 ①二等辺三角形 ②直角三角形 

 ③直角二等辺三角形 

 ④正三角形 

 

 

・三角形の定義を振り返りなが

ら、それぞれの四角形の定義を考

える。 

【四角形の例】 

 特別な四角形 

 ①台形    ②平行四辺形 

 ③長方形   ④ひし形 

⑤正方形 

・このとき、全体集合について、

「全体集合が変わればそれぞれの

集合に入る要素も変わってくる」

ことを例で確認させる。 

・「ベン図」という用語について

は、初出であるので、あわせて指導

する。 

 

 

・中学校までに学んだ三角形を例

にベン図を示す。このとき、二等辺

三角形と直角三角形の共通部分が

直角二等辺三角形になることなど

を気付かせる。 

・グループ学習への流れをよくす

るため、特別な三角形の定義や、ベ

ン図の包含関係について、指名を

せずに自由に解答させる。 

 

・四角形の定義を全体で確認し、

四角形の関係をベン図で表すよう

に個人思考させる。 

・グループで確認をさせる。 

・三角形のベン図をもとに、要素

や包含関係、共通部分といった、今

後学ぶ内容について、予告する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベン図などを用

いて、数学の対象

を整理できる。

【数学的な見方

や考え方】 

（ワークシート） 

展
開
（
20
分
） 

３．本時の目標を確認 

 

 

 

 

 

 

４．集合の定義等を理解する。 

・「集合」、「要素」の定義及び集合

に関する記号「𝑥 ∈ 𝐴、𝑦 ∉ 𝐴」につ

いて、教科書を参考にまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の授業の進め方、グループ

学習について説明をする。 

 

 

・個人思考のあと、グループで確

認するようにさせ、用語や記号の

定義について、全体で発表させる。 

 

 

集合について知る。 

 



 

・次の３つの「集まり」の例から、

数学における「集合」として適さな

いものを話し合う。 

(1)自然数全体の集まり 

(2)きれいな花の集まり 

(3)Ａ高校１－５Ｈの生徒全員の 

  集まり 

(4)野球好きの人の集まり 

(5)Ａ高校の生徒のうち背の高い 

生徒全員の集まり 

(6)Ａ高校１－５Ｈβ講座の生徒 

のうち吹奏楽部の生徒全員の 

集合（空集合） 

 

５．話し合いの結果を全体で共有

する。 

（他のグループの意見をもとに再

考する。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「範囲がはっきりした」とは、ど

ういうことなのかをグループで共

有したうえで協議させる。 

・話し合った内容については、協

議シートに書くように指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・協議シートを黒板に掲示しに来

るよう指示する。 

・各グループから出てきた結論が

２つ以上あった場合は、他のグル

ープの意見を参考に再考させる。 

・「範囲がはっきりした」とは、ど

ういうことなのか全体で共有させ

る。 

【予想される解答】 

(1)と解答（誤答） 

・要素が無限にある 

(2)と解答（正解） 

・範囲がはっきりしていない 

・考える人によって、集合が異な 

 る 

・要素が無限にある（誤答） 

(3)と解答（誤答） 

・数学的でない 

(4) と解答（誤答） 

・要素がない 

(5)と解答（正答） 

・範囲がはっきりしない 

・考える人によって、集合が異な 

 る 

・数学的でない（誤答） 

(6) と解答（誤答） 

・数学的でない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合に関する基

本的な用語・記号

を理解している。

【知識・理解】 

（観察・ワークシ

ート） 

 

 

 



ま
と
め
（
10
分
） 

６．本時のまとめ 

 

 

 

７．本時の振り返り 

 

 

・学習を振り返らせ、次時の確認

をする。 

・「集合」や「要素」という用語や

集合で用いる記号について、まと

めさせる。 

 

・授業後、振り返りシートを確認

し、次時に生かす。 

 

・具体例を挙げながら、次時につ

ながるように指導する。 

 

 

 

 



 (6) 板書計画 

 

  問．なぜ集合として適さないか。 

  【予想される生徒の解答】 

    (1)と解答（誤答）         (2)と解答（正解）             (3)と解答（誤答） 

      要素が無限にある          範囲がはっきりしていない（正解）      数学的でない 

                       考える人によって、集合が異なる（正解） 

                       （誤答例）要素が無限にある 

    (4)と解答（誤答）         (5)と解答（正解）             (6)と解答（誤答） 

      数学的でない            範囲がはっきりしていない（正解）      要素がない 

                       考える人によって、集合が異なる（正解） 

                       （誤答例）数学的でない 

 (7) 掲示物 

 

今日の目標：集合について知る 

授業の流れ 

１ 中学校までの復習 

２ 集合について知る 

  【個人】【グループ】 

  【全体】 

３ まとめ 

４ 振り返り 

なぜ集合として適さない 

授業の流れ 

１ 中学校までの復習 

２ 集合について知る 

  【個人】【グループ】 

  【全体】 

３ まとめ 

４ 振り返り 

発表用スペース 

１班（  ） 

理由 

２班（  ） 

理由 

３班（  ） 

理由 

４班（  ） 

理由 

５班（  ） 

理由 

まとめ 

今日の目標：集合について知る 



６－２．本時の指導(２／７時間) 

 (1) 本時の目標 

    ベン図などを用いることで、数学の事象を整理して捉えることができるようになるとともに、 

   それらを活用して部分集合について理解できる。 

 

 (2) 本時の評価規準 

   ・ベン図などを用いて、数学の対象を整理できる。【数学的な見方や考え方】 

   ・集合に関する基本的な用語・記号を理解している。【知識・理解】 

 

 (3) 研究上の工夫 

数学科において育成を目指す「学びに向かう力・人間性等」については、「数学的な見方・考え方」

を通して社会や世界とどのように関わっていくかが大きく作用している。本授業では、「現実の世界」

の問題解決の過程と「数学の世界」の問題解決の過程とを往還させることで、「数学的な見方・考え

方」を働かせながら、知識・技能の習得を目指す。また、主体的・対話的で深い学びを実現させ、

学びに向かう力の涵養を図るため、生徒自身が考え、課題を解決していくような授業展開とする。

生徒同士で相談したり、学び合ったりする場面を作り、自分の考えをアウトプットできるよう配慮

する。その初期段階として、ワークシートを用い、生徒がどのように学んでいけばいいのかを理解

できるような配慮も合わせて行う。 

 

 (4) 準備物 

   ・ワークシート   ・振り返りシート    ・掲示物     ・グループ協議用シート 

   ・マジック     ・マグネット      ・プロジェクタ  ・パソコン 

   ・長めの紐（２本） 

 

 (5) 学習の展開 

 学習活動 指導上の留意点 
評価規準 

評価方法 

導
入
（
10
分
） 

１．前時の振り返り 

・現実の世界の集合について考え

る。 

【例】 

Ａ：野球部に所属する生徒全体の

集合 

Ｂ：バスケットボール部に所属す

る生徒全体の集合 

 

・ベン図を書いて確認する。 

 

 

 

２．本時の目標を確認 

 

 

・生徒全員を全体集合とし、生徒

にとって身近な集合を考えさせ

る。 

 

・集合Ａ・Ｂに入る生徒に挙手し

てもらい、その生徒を円形にした

紐の中に入ってもらう。 

 

 

・集合Ａ・Ｂを表現するための方

法には、ベン図を使う方法以外に

ないのかという疑問を持たせる。 

 

集合について理解を深め、集合の表し方を知る。 

 



展
開
（
30
分
） 

３．例１について、記号の使い方

や、その意味について理解を深め

る。 

 

 

 

 

４．練習１を解く。 

・グループで答え合わせをする。

理解できていない生徒にはグルー

プで教え合う。 

 

 

 

・それぞれのグループの代表者が

解答を板書し、全体で共有する３．

集合の表し方のルールを知る。 

 

 

 

 

・例２と例３を見て、集合の表し

方について、教科書から読み取る。

教科書から読み取れる、自分なり

の「集合の表し方のルール」をまと

める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個人思考のあと、グループで確

認するようにし、全体での確認に

移る。 

・「素数」については、中学校まで

の既習事項ではあるが、ワークシ

ートを用いて復習する。 

 

・理解できていない生徒に、グル

ープで教え合うように指示する。 

・「有理数」の定義について調べる

ように指示する。 

・発表者を決めるように指示す

る。 

 

・有理数の定義は、高等学校での

既習事項であるが、十分に定着し

ているとは考えにくい。それぞれ

の数が、有理数の定義を満たして

いるかどうか確認させながら、進

める。 

 

・「要素を書き並べて表すとき」に

ついては、一つ具体例を与えて、考

えやすいようにする。具体例を挙

げるときは、以下のように誤った

書き方を示し、どこがおかしいの

かを考えさせる。 

【具体例】 

例２の集合Ａについて 

  { 1 2 3 6 9 18} 

 

・「要素の満たす条件を書いて表

すとき」は「｜」の左右がそれぞれ

何を表すのかを考えさせる。それ

でも無理なようであれば、例３に

ついては、「要素を書き並べて表

す」方法で教師の方で書いてみる。

この場合は、集合の表し方のルー

ルを考えるグループ協議での「要

素の満たす条件を書いて表すと

き」は、協議題とはしない。 

・表し方が異なっても、同じ集合

を表すことがあると気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



・教科書から読み取った集合の表

し方のルールを、各グループで話

し合う。 

 

・それぞれのグループが出したル

ールを共有する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．練習２を解く。 

・グループで答え合わせをする。

理解できていない生徒にはグルー

プで教え合う。 

 

 

 

 

・それぞれのグループの代表者が

解答を板書し、全体で共有する。 

・話し合った内容については、協

議シートに書くように指示する。 

・グループでの話し合いがうまく

進んでいないときは、集合の表し

方のルールに反した例を挙げ、ど

こに誤りがあるか、気づかせる。 

【集合の表し方のルールに反した

具体例】 

A = ( 1 , 2 , 3 , 6 , 9 , 18 )  

B = { 2 , 4 , 6 , ⋯ ⋯ }  

 B = { 2 , ⋯ ⋯ , 20 } 

 C = { 1 , ⋯ ⋯ }  

・協議シートを黒板に掲示しに来

るよう指示する。 

【予想される解答】 

（要素を書き並べて表すとき） 

・｛ ｝を使って表す。 

・要素は「，」で区切る（具体例と 

 して提示）。 

・要素が多いときは「･･･」を用い 

 て省略する。 

・「･･･」を用いるときは、最初の３ 

 つは書く。 

・「･･･」を用いるときで、最大値が 

 あるときはそれを最後に書く。 

（要素の満たす条件を書いて表す

とき） 

・「｜」の左は要素の形を文字を使 

 って表す。 

・「｜」の左は、文字のとりうる範 

 囲を表す。 

・「｜」の左は関数、右は定義域の 

 形になっている。 

 

・理解できていない生徒に、グル

ープで教え合うように指示をす

る。 

・発表者を決めるように伝える。

ただし、まだ発表していない生徒

が解答するように指示をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

ま
と
め
（
10
分
） 

７．本時のまとめ 

 

 

８．本時の振り返り 

 

 

・学習を振り返らせ、次時の確認

をする。 

・「集合の表し方のルール」につい

て、まとめさせる。 

 

・授業後、振り返りシートを確認

し、次時に生かす。 

 

・具体例を挙げながら、次時につ

ながるように指導する。 

・次時は、ワークシートを使用せ

ずに、ノートで授業を行うことを

指示する。 

 



 (6) 板書計画 

 

  問．集合の表し方のルールを考えよう。 

  【予想される生徒の解答】 

   （要素を書き並べて表すとき）                    （要素の満たす条件を書いて表すとき） 

     ・｛ ｝を使って表す。                        ・「｜」の左は要素の形を文字を使って表す。 

     ・要素は「，」で区切る（具体例として提示）。             ・「｜」の左は、文字のとりうる範囲を表す。 

     ・要素が多いときは「・・・」を用いて省略する。           ・「｜」の左は関数、右は定義域の形になっている。 

     ・「・・・」を用いるときは、最初の３つは書く。 

     ・「・・・」を用いるときで、最大値があるときはそれを最後に書く。 

 

 (7) 掲示物 

 

今日の目標：集合について理解を深め、集合の表し方を知る 

授業の流れ 

１ 集合について理解を 

深める 

２ 集合の表し方のルール

を作る 

３ 振り返り 

 

発表用スペース 

授業の流れ 

１ 集合について理解を 

深める 

２ 集合の表し方のルール

を作る 

３ 振り返り 

集合の表し方のルール まとめ 

今日の目標：集合について理解を深め、集合の表し方を知る 



６－３．本時の指導(３／７時間) 

 (1) 本時の目標 

    ベン図などを用いることで、数学の事象を整理して捉えることができるようになるとともに、 

   それらを活用して共通部分・和集合・補集合について考察できる。 

 

 (2) 本時の評価規準 

   ・ベン図などを用いて、数学の対象を整理できる。【数学的な見方や考え方】 

   ・集合に関する基本的な用語・記号を理解している。【知識・理解】 

 

 (3) 研究上の工夫 

数学科において育成を目指す「学びに向かう力・人間性等」については、「数学的な見方・考え方」

を通して社会や世界とどのように関わっていくかが大きく作用している。本授業では、「現実の世界」

の問題解決の過程と「数学の世界」の問題解決の過程とを往還させることで、「数学的な見方・考え

方」を働かせながら、知識・技能の習得を目指す。また、主体的・対話的で深い学びを実現させ、

学びに向かう力の涵養を図るため、生徒自身が考え、課題を解決していくような授業展開とする。

生徒同士で相談したり、学び合ったりする場面を作り、自分の考えをアウトプットできるよう配慮

する。最終的な段階として、ノートを用い、生徒各自が自らノートを作成し、学び合っていけるよ

うな授業づくりを目指す。 

 

 (4) 準備物 

   ・振り返りシート     ・掲示物      ・マグネット 

   ・授業評価アンケート   ・長めの紐（２本）と短めの紐（１本） 

 

 (5) 学習の展開 

 学習活動 指導上の留意点 
評価規準 

評価方法 

導
入
（
５
分
） 

１．前時の振り返りをする。 

・現実の世界の集合について考え

る。 

【例】 

Ａ：〇〇を利用して通学している

生徒全体の集合（〇〇については、

Ｂに属する生徒の通学方法を１時

間目に確認） 

Ｂ：バドミントン部に所属する生

徒全体の集合 

Ｃ：ボート部に所属する生徒全体

の集合 

 

 

 

・ベン図を書いて確認する。 

 

・生徒全員を全体集合とし、生徒

にとって身近な集合を考えさせ

る。 

・集合Ａに入る生徒に挙手しても

らい、その生徒を円形にした紐の

中に入ってもらう。 

・次に、集合Ｂに入る生徒に挙手

してもらう。この生徒は、集合Ａに

も属しているが、どのようにＢの

紐に入ったら良いかを考えさせ

る。 

・次に、集合Ｃに入る生徒に挙手

してもらう。しかし、該当する生徒

はいない。これが集合といえるか

を考えさせる。 

・部分集合や空集合の概念を、こ

こで指導しておく。 

 



 

２．本時の目標を確認する。 

 

 

 

 

 

・本時の授業は、ワークシートを

準備していないのでノートはグル

ープで協力して作成するように指

示する。 

 

 

 

展
開
（
33
分
） 

３．部分集合について知る。 

部分集合について、教科書を参考

にまとめる。 

 

・指名された生徒が解答を発表

し、全体で共有する。 

 

・例４をもとに、部分集合の理解

を深める。 

 

 

 

・グループで部分集合について理

解できているか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．練習３を解く。 

 

・グループで答え合わせをする。

理解できていない生徒にはグルー

プで教え合う。 

・個人思考のあと、グループ内で

確認をし、全体での発表にむけて、

まとめさせる。 

 

・授業最初で作った２つの集合Ａ

とＢを例に挙げて、理解を深める。 

 

・２つの集合がどのような関係

（包含関係）になっているか、ベン

図をもとに考えるように示唆を与

える。 

 

・グループ全員が理解できている

か確認し、理解できていない生徒

には、グループで教え合うように

指示する。 

 

・グループ全員が分からないよう

であれば、代表者を決め、他の班に

支援を求めることを指示をする。 

・グループ全員が理解できている

場合は、練習問題に個人で取り組

ませる。 

 

 

 

・理解できていない生徒に、グル

ープで教え合うように指示をす

る。 

・発表者を決めるように伝える。

ただし、まだ発表していない生徒

がいる場合にはその生徒が解答す

るように指示する。 

 

 

 

 

ベン図などを用

いて、数学の対象

を整理できる。

【数学的な見方

や考え方】 

（ノート・観察） 

 

 

 

 

 

 

集合に関する基

本的な用語・記号

を理解している。

【知識・理解】 

（ノート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

集合に関する基

本的な用語・記号

を理解している。

【知識・理解】 

（ノート・観察） 

部分集合・空集合について知る。 

 



 

・それぞれのグループの代表者が

解答を板書し、全体で共有する。 

 

 

 

 

 

５．空集合について知る。 

（個人→グループ） 

 

 

・解答を発表し、全体で共有する。 

 

・例５をもとに、ある集合の部分

集合をすべて挙げる際に気を付け

ることや、気付いたことを話し合

う。 

 

 

・指名された生徒が解答を発表

し、全体で共有する。 

 

 

 

 

 

 

・２人の生徒を指名し、前に出て

来てもらい、要素の個数が２であ

る集合の部分集合を全体で考え

る。 

・グループで３人を決め、要素の

個数が３である集合の部分集合を

グループで考える。 

・解答の過程が分かるように、ノ

ートへの記録や板書をするように

指示する。 

・個人思考のあと、グループで確

認するようにし、全体での発表に

移る。 

 

・空集合を直感的に捉えられるよ

う、授業最初で作った集合Ｃを例

に挙げて、理解を深める。 

 

 

 

・話し合いが進んでいないときに

は、「部分集合の定義」をしっかり

確認するようなどの示唆を与え

る。 

・発表者を決めるように伝える。 

【予想される解答】 

・もとの集合は必ず部分集合にな 

 る。 

・空集合は必ず部分集合になる。 

・すべてを書き表すときには、要 

 素が０個の集合、１個の集合･･･ 

 というようにもれなく数えてい 

 く。 

 

 

 

 

 

・全体での答え合わせは難しいた

め、例５でまとめた解答する際の

ポイントを、もう一度指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ま
と
め
（
７
分
） 

７．本時のまとめ 

 

 

 

８．本時の振り返り 

 

 

・授業評価アンケートに回答 

 

・学習を振り返らせ、次時の確認

をする。 

・「部分集合」「空集合」という用

語、集合で用いる記号について、ま

とめさせる。 

 

・授業後、振り返りシートを確認

し、次時に生かす。 

 

 

 

・具体例を挙げながら、次時につ

ながるように指導する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 (6) 板書計画 

 

  【予想される生徒の解答】 

   問．ある集合の部分集合をすべて挙げる際に気を付けること 

    ・もとの集合は必ず部分集合になる。     ・空集合は必ず部分集合になる。 

    ・すべてを書き表すときには、要素が０個の集合、１個の集合･･･というように、もれなく数えていく。 

 

   練習４(1) φ、{1}、{2}、{1,2}（正解）                 練習６ 𝐴 ∩ 𝐵 

         （誤答例）{1}、{2}、{1,2}                       { 𝑥 | 0 < 𝑥 ≦ 2, 𝑥は実数 }（正解） 

      (2)  φ、{a}、{b}、{c}、{a,b}、{b,c}、{c,a}、{a,b,c}（正解）        （誤答例）{ 𝑥 | 0 < 𝑥 ≦ 2 } 

         （誤答例）φ、{a}、{b}、{c}、{a,b,c}                       { 𝑥 | − 2 ≦ 𝑥 < 4, 𝑥は実数 } 

              φ、{a,b}、{b,c}、{c,a}、{a,b,c}                   { 𝑥 | − 2 ≦ 𝑥 < 4 } 

              {a}、{b}、{c}、{a,b}、{b,c}、{c,a}、{a,b,c}       

                                                                                      𝐴 ∩ 𝐵 

   練習５(1) {2,4,6}（正解）     (2) {1,2,3,4,6,8}（正解）                    { 𝑥 | − 2 ≦ 𝑥 < 4, 𝑥は実数 }（正解） 

         （誤答例）{1,2,3,4,6,8}    （誤答例）{2,4,6}                        （誤答例）{ 𝑥 | − 2 ≦ 𝑥 < 4 } 

      (3) φ（正解）        (4) {1,2,3,4,6,8}（正解）                { 𝑥 | 0 < 𝑥 ≦ 2, 𝑥は実数 } 

         （誤答例）{}         （誤答例）φ                              { 𝑥 | 0 < 𝑥 ≦ 2 } 

              0               {} 

              {1,2,3,4,6,8}         0 

今日の目標：部分集合・空集合について知る 

授業の流れ 

１ 部分集合について知る 

２ 空集合について知る 

  【個人】【グループ】 

  【全体】 

３ 振り返り 

発表用スペース まとめ 



 (7) 掲示物 

 

 

授業の流れ 

１ 部分集合について知る 

２ 空集合について知る 

  【個人】【グループ】 

  【全体】 

３ 振り返り 

 

今日の目標：部分集合・空集合について知る 


